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「
上
総
ま
ち
な
か
大
学
院
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取
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組
み
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑲回

▼
「
上
総
」
の
く
に

筆
者
が
住
む
千
葉
県
は
、

ご
承
知
の
よ
う
に
上
総
・
下

総
・
安
房
の
三
つ
に
区
分
け

ら
れ
て
い
た
。
鉄
道
の
駅
が

「
上
総
一
ノ
宮
」
、
「
下
総
中

山
」
、
「
安
房
鴨
川
」
な
ど
と

名
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
そ
の

名
残
が
あ
る
。
上
総
の
地
域

は
中
房
総
と
も
い
わ
れ
、
筆

者
の
住
む
い
す
み
市
の
南
・

北
・
西
に
20
～
30
㌔
㍍
付
近

の
エ
リ
ア
に
該
当
す
る
。

こ
の
地
域
の
茂
原
市
、
市

原
市
、
い
す
み
市
、
睦
沢

町
、
一
宮
町
、
大
多
喜
町
を

会
場
と
し
て
、
「
上
総
ま
ち

な
か
大
学
院
」
と
い
う
巡
回

方
式
の
講
演
会
を
立
ち
上

げ
、
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ち
な
か
大
学
院
に
は
、
い

く
つ
か
の
特
徴
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

▼
「
大
学
院
」
と
し
た
理
由

ま
ず
名
称
で
あ
る
が
、

「
ま
ち
な
か
大
学
」
の
方
が

一
般
的
か
と
思
わ
れ
る
が
、

あ
え
て
「
大
学
院
」
を
冠
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
市
民
大

学
」
で
の
講
演
会
や
講
座
の

範
囲
を
超
え
て
、
参
加
者
の

抱
え
る
地
域
課
題
を
、
担
当

講
師
と
共
に
解
決
す
る
事
業

案
件
に
す
る
糸
口
を
探
る
、

そ
う
し
た
意
味
を
込
め
て

「
大
学
院
」
と
し
た
。

ま
ち
な
か
大
学
院
の
構
想

に
あ
た
っ
て
は
、
先
行
す
る

「
市
民
大
学
」
系
も
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

第3回講座では、元文科省の寺脇研氏を講師として招いた

▶
講
師
と
参
加
者
の
質
疑
応
答
で
も

大
い
に
議
論
の
花
が
咲
い
た

第1回講座「ソーラーシェアリング」の記念写真

め
に
と
、
毎
年
一
度
、
著
名

な
講
師
を
お
呼
び
し
て
開
講

さ
れ
て
い
る
。
講
演
会
の
翌

日
は
、
課
外
授
業
と
し
て
地

域
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
新

た
な
視
点
で
掘
り
起
こ
す
こ

と
も
同
時
に
行
わ
れ
て
、
こ

れ
ま
で
20
回
、
20
年
以
上
も

継
続
し
て
い
る
。

ま
た
都
心
で
は
、「
シ
ブ

ヤ
大
学
」
や
「
丸
の
内
朝
大

学
」
な
ど
、
従
来
の
固
定
概

念
を
打
破
し
、
空
間
や
時

間
、
そ
し
て
対
象
と
な
る

人
々
（
学
び
・
教
え
る
主

体
）
も
が
変
革
し
た
市
民
大

学
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

▼
「
22
世
紀
を

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

「
上
総
ま
ち
な
か
大
学

院
」
の
第
二
の
特
徴
は
、

「
22
世
紀
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と

だ
。
今
年
は
２
０
１
７
年

で
、
22
世
紀
ま
で
は
あ
と
84

年
あ
る
。
そ
れ
は
遠
く
も
あ

り
、
近
く
も
あ
る
と
い
う
の

が
私
の
認
識
だ
。

21
世
紀
へ
の
夜
明
け
は
、

２
０
０
０
年
に
、「
２
０
０

０
年
問
題
」
と
と
も
に
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
始
ま
っ

た
。
そ
れ
か
ら
17
年
、
前
世

紀
を
「
戦
争
の

世
紀
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
る

が
、
現
世
紀
も

い
ま
や
、
そ
の

危
機
を
孕
ん
で

い
る
。「
22
世

紀
」
は
あ
る
の

か
、
と
の
危
惧

さ
え
あ
る
。
少

な
く
と
も
、
い

ま
生
ま
れ
た
幼

児
が
、
さ
ら
に

そ
の
子
ど
も
た

ち
が
、
22
世
紀

を
健
全
に
迎
え

１
４
年
５
月
か
ら
９
月
ま

で
、
全
10
回
の
連
続
講
座
を

開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
。
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
こ

と
で
学
生
の
参
加
を
期
待
し

た
が
、
実
質
的
に
は
ご
く
少

数
に
限
ら
れ
た
。

若
い
学
生
は
現
実
的
で
、

未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
能
力

も
関
心
も
な
い
。
同
様
に
、

参
加
者
は
40
歳
代
や
50
歳
代

の
人
も
少
な
い
。
こ
れ
も
日

常
の
業
務
に
追
わ
れ
て
い

て
、
現
実
重
視
、
未
来
無
関

心
の
状
況
に
あ
る
。

一
方
で
、
参
加
者
の
多
く

は
60
歳
以
上
の
世
代
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
自
身
が
現
在

の
現
役
世
代
と
同
じ
よ
う

に
、
当
時
、
た
だ
〝
が
む
し

ゃ
ら
〟
に
や
っ
て
き
た
こ
と

へ
の
反
省
や
、
孫
世
代
の
未

来
を
心
配
と
な
り
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
考
え
る

た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

本
コ
ラ
ム
⑤
（
第
74
号
）

に
、『
我
悔
い
る
、
ゆ
え
に

我
あ
り
』
と
書
い
た
よ
う

に
、
小
泉
純
一
郎
元
総
理
と

共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。

▼
「
く
ら
し
」「
ま
ち
」

　「
ひ
と
」
を
テ
ー
マ

し
か
し
現
在
も
、
未
来
を

感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
「
上
総
ま
ち
な
か
大

学
院
」
の
講
座
で
は
、
身
近

で
か
つ
重
要
な
「
く
ら
し
」

「
ま
ち
」「
ひ
と
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
組
ん
だ
。

第
１
回
の
講
座
で
は
、「
く
ら

し
」
を
取
り
上
げ
た
。
将
来
は
ふ

つ
う
と
な
る
で
あ
ろ
う
「
ソ
ー
ラ

最
初
に
「
因

島
自
由
大
学
」

の
主
宰
者
で
あ

る
大
出
俊
幸
氏

と
意
見
交
換
し

た
。

大

出

氏

は
、
イ
タ
リ
ア

の
ボ
ロ
ー
ニ
ア

自
由
大
学
の
理

念
に
賛
同
し
て

出
発
し
た
と
い

う
。
そ
の
「
因

島
自
由
大
学
」

で
は
、
氏
の
故

郷
で
あ
る
因
島

が
、「
井
の
中

の
蛙
、
大
海
を

知
ら
ず
」
の
地

で
は
な
く
、
至

高
の
情
報
文
化

を
知
り
咀
嚼
す

る
地
と
す
る
た

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2017
会期：2017年10月18日（水）～ 20日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
（最終日は16:00まで）▷会場：長浜
バイオ大学ドーム（滋賀県長浜市田
村町1320）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：びわ湖環境ビジネス
メッセ実行委員会/問合せ先：事務
局077-528-3793

◆第45回東京モーターショー 2017
会期：2017年10月27日（金）～ 11月5日

（日）▷開催時間（一般）：＜月～土曜日
（祝日含む）＞10：00 ～ 20：00 ／＜日
曜日＞10：00 ～ 18：00▷会場：東京
ビッグサイト（東京都江東区有明3-11-
1）▷入場料：一般￥1,800円など詳細
要確認▷主催：一般社団法人日本自動
車工業会（JAMA）/問合せ先：http://
www.tokyo-motorshow.com/

◆第6回ふくしま再生可能エネルギー産
業フェア2017（REIFふくしま2017）
会 期：2017年11月8日（水 ）・9日（木 ）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
ビッグパレットふくしま（福島県郡山
市南二丁目52番地）▷入場料：無料（登

録制）▷主催：公益財団法人福島県産
業振興センター /問合せ先：024-959-
1961（エネルギー・エージェンシーふ
くしま内）

◆Japan IT Week 秋 2017（第8回 クラウドコンピ
ューティングEXPO秋／第7回 情報セキュリテ
ィ EXPO秋／第7回 Web&デジタルマーケティ
ングEXPO 秋／第7回 モバイル活用展 秋 など）
会期：2017年11月8日（水）～ 10日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日のみ17：00終了）▷会場：幕張メッ
セ　4 ～ 7ホール（千葉県千葉市美浜
区中瀬2-1）▷入場料：無料＜事前登
録制＊招待券（無料）がない場合、入
場料\5,000 ／人＞▷主催：リード エ
グジビション ジャパン株式会社/問
合せ先：＜来場に関して＞03-6627-
4994＜出展に関して＞03-3349-8504

◆INCHEM TOKYO 2017
会期：2017年11月20日（月）～ 22日（水）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）会場：東京ビッグサ
イト 東ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場料：¥3,000円（税込）※
招待状持参者・事前登録者ならびに
学生は無料▷主催：公益社団法人 化
学工学会／一般社団法人 日本能率協
会/問合せ先：K3 クリエーション（ヘ
ルプデスク委託先）03-6809-2707

●再生可能エネルギーワークショップ 
in 東北
会期：2017年10月24日（火）▷開催時
間：13：00 ～ 17：00（交流会17：30
～ 19：00）会場：マリオス（盛岡地
域交流センター） 会議室18F（岩手県
盛岡市盛岡駅西通2-9-1）▷参加費：
＜研究成果報告会＞無料（予約制）／
＜交流会＞¥5,000円▷主催：国立研
究開発法人 産業技術総合研究所 福
島再生可能エネルギー研究所（FREA）
/問合せ先：024-963-0813（FREA再エ
ネワークショップ事務局）

●バイオマスエネルギーの地域自立シス
テム化実証事業ワークショップin 札
幌『持続可能なバイオマスエネルギ
ー事業の実現に向けて』
会期：2017年11月1日（水）▷開催時間：
13：30 ～ 17：40（受付開始13：00）▷
会場：TKP札幌カンファレンスセンタ
ー カンファレンスルーム6A（北海道
札幌市中央区北3条西3-1-6札幌小暮
ビル6F）▷参加費：無料＜事前申込制
＞▷主催：みずほ情報総研株式会社/
問合せ先：みずほ情報総研環境エネ
ルギー第2部03-5281-5295

●ESSJ(Energy Storage Summit Japan

／エナジー・ストレージ・サミット・
ジャパン)2017
会期：2017年11月7日（火）・8日（水）▷
時間：＜7日＞13：00 ～ 20：00 ／＜8
日＞9：00 ～ 17：00▷会場：ベルサー
ル飯田橋ファースト（東京都文京区後楽
2-6-1住友不動産飯田橋ファーストタワ
ー B1）▷参加費：1日4万円／ 2日間6万
5,000円▷主催：メッセ・デュッセルド
ルフ・ジャパン（MDJ）/問合せ先：03-
5210-9951（ESSJコーディネータ）

●しが水素エネルギー研究会 平成29年度
セミナー
会期：2017年11月9日（木）▷開催時間：
14：00 ～ 16：30▷会場：ピアザ淡海 
207会議室（滋賀県大津市におの浜1-1-
20）▷入場料：無料＜事前申込制＞＊本
セミナーに申込みと同時に研究会加入
（年会費無料）▷主催：滋賀県 県民生活
部 エネルギー政策課/問合せ先：滋賀
県県民生活部エネルギー政策課 077-
528-3091

●JAXA・JST・イワタニ合同「水素社会
構築に向けた液体水素利用シンポジウ
ム」
会期：2017年11月14日（火）▷開催時間：
9：45 ～ 17：30（講演終了後18：00 ～
20：00に懇親会を予定）▷会場：東京大
学 武田先端知ビル 武田ホール（東京都

文京区弥生2-11-16）▷参加費：無料▷
主催：国立研究開発法人宇宙航空研究
開発機構（JAXA）／国立研究開発法人科
学技術振興機構（JST）／岩谷産業株式会
社/問合せ先：http://www.isas.jaxa.
jp

●地域エネルギーと水素の利活用セミナー
会期：2017年11月14日（火）▷開催時間：
13：30 ～ 16：35▷会場：大手口センタ
ービル3階 多目的ホール（佐賀県唐津市
南城内1-1）▷参加費：無料＜要事前申
込＞主催：九州経済産業局／佐賀県／
唐津市／九州地域産業活性化センター
／九州環境エネルギー産業推進機構（K-
RIP）/問合せ先：唐津市役所 企画政策
課 新エネルギー対策係0955-72-9207

●シンポジウム「CCSの今後を考える」
会期：2017年12月13日（水）▷開催時
間：14：00 ～ 17：55（受付開始13：
30）▷会場：ステーションコンファ
レンス東京 5F 503 ABCD（東京都千
代田区丸の内1-7-12 サピアタワー 5
階）▷参加費：無料＜要事前申込＞
主催：経済産業省/問合せ先：CCSシ
ンポジウム事務局（日本CCS調査内）
03-6268-7610

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

本
語
で
は
「
設
計
」
に
他

な
ら
な
い
。
設
計
は
、
予

見
と
想
定
が
必
須
で
あ

る
。
未
知
の
事
柄
を
新
た

に
組
み
立
て
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
は
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
計
画

で
あ
り
、
設
計
図
を
先
ん

じ
て
描
く
こ
と
で
あ
る
。

▼
未
来
は
経
験
か
ら

　
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る

筆
者
が
ま
だ
千
葉
大
学

に
在
職
中
、
市
民
グ
ル
ー

プ
と
共
に
「
市
民
の
市
民

に
よ
る
市
民
の
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
」
を
２
０

原
市
で
開
催
し
た
。
講
師
に

は
、
文
科
省
在
職
時
代
に
、

い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」

を
推
進
し
た
寺
脇
研
氏
に
お

願
い
し
た
。
講
座
に
は
現

役
高
校
生
も
参
加
し
た
の

で
、
総
選
挙
に
投
票
す
る

こ
と
が
未
来
づ
く
り
に
大

事
で
あ
る
こ
と
、
民
主
主

義
の
仕
組
み
と
意
味
に
つ
い

て
語
っ
た
。
参
加
者
に
は
議

員
も
お
り
、
す
ぐ
に
課
題
解

決
の
手
立
て
と
な
る
質
疑
も

為
さ
れ
た
。

第
５
回
は
「
ま
ち
」
を
テ

ー
マ
に
し
、
持
続
可
能
な

「
し
な
や
か
な
街
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
宰
者

の
延
藤
安
弘
氏
に
登
場
願

う
。
こ
れ
は
一
宮
町
で
開
催

さ
れ
る
。

第
６
回
は
12
月
２
日
に
、

い
す
み
市
で
、
房
総
沖
地
震

の
対
策
と
し
て
先
進
的
な
未

来
視
点
で
あ
る
「
ヘ
イ
ズ
フ

リ
ー
」
に
つ
い
て
、
そ
の
提

案
者
の
佐
藤
唯
行
氏
の
講
座

を
予
定
し
て
い
る
。

▼
「
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
」
が
根
底

地
域
の
課
題
を
、
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
解
決
す
る
切

っ
掛
け
を
、
未
来
志
向
で
車

座
の
大
学
院
の
ゼ
ミ
風
に
、

講
義
・
討
論
・
そ
れ
に
解
決

策
を
見
出
す
こ
と
を
継
続
し

て
行
う
。
そ
の
根
底
に
あ
る

の
は
〝
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
〟

の
理
念
で
あ
る
。

な
お
第
５
回
は
10
月
28
日

（
土
）
11
時
30
分
か
ら
、
上

総
一
ノ
宮
駅
近
く
の
古
民
家

再
生
カ
フ
ェ
の
寿
屋
本
家
で

開
催
さ
れ
る
。
参
加
の
場

合
、kofuza@gmail.com

ま

た
は
０
９
０-

１
２
６
８-

５
８
８
２
（
佐
藤
建
吉
）
ま

で
申
し
込
み
を
。

ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
を
、
大
多
喜

町
で
開
催
し
た
。

講
師
に
は
隣
の
市

原
市
在
住
で
、
自

家
の
畑
で
ソ
ー
ラ

ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い

る
、
ソ
ー
ラ
ー
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ

事
業
の
パ
イ
オ

ニ
ア
の
一
人

だ
。
そ
の
経
験

と
課
題
、
そ
し

て
未
来
展
望
を

肉
声
で
語
っ
て

頂
い
た
。
さ
ら

に
現
場
見
学
も

お
願
い
し
た
。

第
２
回
目
も

「
く
ら
し
」
で

こ
こ
で
は
割
愛

す
る
。
第
３
回

は
「
ひ
と
」
を

取
り
上
げ
、
茂

ら
れ
る
よ
う

に
〝
デ
ザ
イ

ン
す
る
〟
必

要
が
あ
る
。

「
デ
ザ
イ

ン
」
は
、
日


